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深海底熱水活動域堆積物中から見た未培養Archaeaの生理生態

Ecology and physiology of uncultivated Archaea in the sediments from deep-sea hy-
drothermal field
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　 16S rRNA遺伝子分子生態解析により、これまでに分離・同定された Archaeaは極一部の系統にすぎないことが明ら
かになっている。特に海洋底堆積物中に生息する Archaeaについては、マイノリティーとして検出されるメタン菌を除
くほぼ全てが未培養系統群に属している。しかも、それぞれの系統についての生理や生態については ANME (嫌気的メ
タン酸化 Archaea)を除き、推察すら十分に行われていないのが現状である。我々は、急な化学・温度勾配の存在する熱
水活動域の堆積物に注目し、間隙水の地球化学を含めた総合的な解析を行った。なお、熱水活動域の堆積物中には、非
常に多様な微生物相の存在することが過去に報告されているが、その地球化学あるいは温度条件を考慮した研究はほと
んど行われていない。解析に用いた試料は、YK03-05及び YK04-05航海において‘しんかい 6500’により、南部沖縄ト
ラフ第四与那国海丘熱水活動域の堆積物中から湧き出す熱水孔 Abyss vent（80度）周辺より採取した複数のコア堆積物
である。堆積物は 2003年（YK03-05航海）、2004年（YK04-05航海）しんかい 6500により採取し、採取時には堆積物
中の温度測定を行った。微生物解析は 16S rRNA遺伝子、mcrA (Methyl CoM reductase subunit I)についてのクローン解
析、定量 PCRの他、Thermococcalesやメタン菌等についての培養実験を行い、化学条件や現場温度と比較し、未培養系
統群の生理生態を検討した。


